
 

 
 

「学びたい」と願う子どもたち 
 

校 長   高 橋 泰 明 

  日本ユニセフ協会から定期的にリーフレットが届き

ます。 

 

 

 

 

 

 

ユニセフからのリーフレットが届くと、何とも表現し

がたい気持ちに陥ります。届くのを心待ちにしてはい

るものの、いざ、封を開けたときに飛び込んでくる情

報の悲惨さ．．．。今月届いたリーフレットにも目をそら

してはいけない現実が掲載されていました。以下、リ

ーフレットからの引用です。 

━ 学校に通えない子どもたち     

世界に２億４,４００万人 ━ 

紛争や気候変動、感染症など、世界のさまざまな問題

が、子どもたちの健やかな成長や、教育を受ける権利を

脅かしています。SDGｓ（持続可能な開発目標）では、質

の高い教育を全ての子どもたちが受けられる世界の実

現が掲げられていますが、いまだに６歳から１７歳の子ど

もたちのうち、２億４,４００万人の子どもたちが学校に通う

ことができません。 

世界全体では、小学校に通えない子どもは約９％（１１

人に１人）。中学校では約１４％（７人に１人）が、高校で

は約３０％（３人に１人）が学校に通うことができません。

全ての年代で、サハラ以南のアフリカ地域の子どもたち

が、もっとも学校に通うチャンスが少なくなっています。 

 

 

 

 

    学校に通えない子どもたちの割合（２０２１）

 

洪水に襲われたパキスタンのシャヒド君(８歳)       

「学校は屋上まで水につかってしまいました。２カ月以上

も水が引かず、ぼくも学校に通えませんでした。」    

女の子の教育を取り巻く状況が悪化しているアフガニス

タンのグラバさん（９歳）                         

「学校に来るまでは、何も知らなかった。学校に通えるこ

とが、本当にうれしいの」 

８年以上内戦が続くイエメンのアナス君（１２歳）     

「ぼくの他にお金をかせげる家族がいないから、ぼくが

学校をやめました。そうしたら４人の弟たちは勉強を続け

られるから」 

紛争が続くウクライナのマルガリータさん（１０歳）    

「サイレンの音が鳴ると飛行機が飛びまわったり、爆撃が

起きたりします。攻撃にそなえて、いつも避難所で勉強し

ています」                          （引用終わり） 

世界の様々な情報は簡単に手に入れることができ

ますが、それを自分から得ようとしない限り、たとえ、

そのことを目にしようと耳にしようと、心の中にまで

は、なかなか入ってきません。                                         

学校での授業や家庭での会話、テレビ報道、新聞、

読書等を通して「気になったこと」．．．世界の国や子ど

ものこと、平和、環境、経済．．．どんなことでも構いま

せん。スマホやPC、学校の端末等を用いてもう少し

深く掘り下げてみるのはどうでしょうか。 

新たな事実を知ることは、皆さん自身の考え方や生

き方により良い変化を与えてくれるはずです。 

 

 

教育目標  「進取」 深く考え進んでやりとげる生徒  

「協調」 あたたかい心で助けあえる生徒 

「自律」 こころとからだの強い生徒 

室蘭市立東明中学校 

学校便り 第８号 

令和5年11月22日 

TEL 44-1332 

FAX 44-0513 

 ユニセフ（unicef）とは、国連児童基金のこと

を言います。ユニセフは、全ての子どもの命と権

利を守るため、最も支援の届きにくい子どもたち

を最優先に、約１９０の国と地域で活動していま

す。保健、栄養、水と衛生、教育、暴力や搾取

（さくしゅ）からの保護などの支援活動を実施

し、その活動資金は全て個人や企業・団体・各国

政府からの募金や任意拠出金でまかなわれていま

す。 
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暦の上では12月師走の季節、今年も残すところ1ヶ
月となりました。三者懇談や保護者懇談が予定されて
おり、現在の学校の様子や今後の進路選択についてお
話をさせていただくことになります。 

3 年生にとっては進路選択の大切な季節を迎えま
す。今年から管内の私立高校ではオンライン出願を採
用する学校が増え､これまで学校が主体となって進めて 

 

【ほほえみ学級紙工作 葉のスタンピングと紅葉のガーラント】 

【端末で紹介の様子を動画撮影している様子】 

日 曜 行事予定 SC 相 日課 給食
1 金 ３年三者懇談会①　１,２年保護者懇談会① ○ 4H 2年○　１・３年×

2 土
3 日
4 月 ３年三者懇談会②　１,２年保護者懇談会②　ALT 4H ○
5 火 ３年三者懇談会③　１,２年保護者懇談会③ ○ 4H ○
6 水 ３年三者懇談会④　１,２年保護者懇談会④ 4H ○
7 木 ３年三者懇談会⑤　１,２年保護者懇談会⑤ 4H ○
8 金 ３年三者懇談会⑥　１,２年保護者懇談会⑥ ○ 5H ○
9 土
10 日
11 月 ALT 6H ○
12 火 ○ 6H ○
13 水 校内会議日 5H ○
14 木 ALT 6H ○
15 金 ○ 6H ○
16 土
17 日
18 月 6H ○
19 火 校内会議日　ALT ○ 5H ○
20 水 一斉委員会 6H ○
21 木 大掃除 6H ○
22 金 終業式 6H ○
23 土 冬休み【～1/11（木）】
24 日
25 月
26 火
27 水
28 木
29 金 閉庁日
30 土 閉庁日
31 日 大晦日　閉庁日

令和５年度　室蘭市立東明中学校　１２月行事予定

※　SC：スクールカウンセラー　　相：心の相談員

１１月２日（木）に室蘭市パイロットスクール事業、公開
研究会を実本校で実施しました。市内の小中学校の先
生、地域の方々等を中心に約60名の参加があり、1年
1 組理科及び 2組英語科の授業を公開しました。 
理科の授業では、モノコードを使った実験を行い、弦

の振動が音の高低や大小に影響を与えることを学習し
ました。 
英語科の授業では、自分の好きな人物について身振

り手振りを交え紹介する様子を端末で撮影し、グルー
プで簡単な英語を活用して、感想を述べ合いました。 
どちらの授業も本時のねらいを達成するために、

ICT を文房具の一部として活用する姿が見られまし
た。 

きた出願手続きについ
て、各家庭の責任のも
と、手続きを進めていか
なければならない部分が
増えました。手続きの具
体について進路通信等で
逐次情報提供するととも
に、些細なことでも不明
な点がありましたら、学
級担任または進路担当ま
で連絡願います。 

【モノコードを操作し音の変化を確かめている様子】 

 日頃より生徒の不
審者対応や生徒の登
下校の安心・安全の
ため、ご協力いただ
きありがとうござい
ます。東明地区では
「こどもを守る家」に
６３件登録いただい
ております。経年劣化
等で更新が必要な旗
等がございましたら、
教頭まで連絡願いま
す。 

【後期活動計画を説明している様子】 

10 月 31 日（火）後期生徒総会が行われました。１人１
台端末を活用して、議案書のデータ化を進め生徒達も抵
抗なく端末を使いこなしている様子が見られました。 
総会では 3 年生を中心に各委員会の活動計画に対し

て、鋭い指摘をする場面も見られました。 
生徒会及び各委員会も2年生を中心に進められ、今後

の活躍が期待されます。 


